
『一般会計 決算・予算』概要説明
� （同窓会事務局）

① 令和2年度決算

収
入

・年会費は予算通りの収入を確保。
・�会議収入0円はコロナ禍に伴う理事会・総会等
の中止による。雑収入予算比減は同期会開催案
内等の発送代行の減少による。

支
出

・�概ね各経費とも予算比減で推移。会議費予算比
大幅減はコロナ禍に伴う諸会議の中止による。

・�通信費予算比△382千円はゆうメール（郵便料）
の引き上げがなかったことによる。

・�旅費・交通費予算比△269千円はコロナ禍に伴
い支部総会等の開催が見送られたことによる。

② 令和3年度予算

収
入
・�会議収入0円は総会ほか諸会議において懇親会
を開催しないことによる。他は概ね前年並みに
推移として策定。

支
出

・総会費・運営委員会費は会場使用料等を計上。
・�支部関係費、前年比＋250千円は若菜会（支部
等の位置づけ） 活動支援金350千円含むもの。
・�人件費＋300千円は事務局体制強化を図るため
のアルバイト代を見込むもの。
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。
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た
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携
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。
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携
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。

　

令
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長
は
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め
役
員
・
会
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の
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さ
ま
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役
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げ
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。
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縁
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す
。
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で
は
、
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行
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若
菜
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新
組
織
と
し
て
活
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な
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を
展
開

し
よ
う
と
し
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お
り
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す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
母
校
・
同
窓
会
の
更
な

る
発
展
を
祈
念
し
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
事
務
局
長　

佐
藤 

悦よ
し

紹つ
ぐ

（
昭
和
49
卒
）

就
任
挨
拶

前
事
務
局
長　

柏
木 

幹
夫
（
昭
和
46
卒
）

退
任
挨
拶
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